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関西学院とヴォーリズ

関
西
学
院
と
ヴ
ォ
ー
リ
ズ　
　

田
淵　

結

　
は
じ
め
に

　

関
西
学
院
に
と
っ
て
Ｗ
・
Ｍ
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
存
在
は
、
非
常
に
大
き
な
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
二
〇
一
四
年

の
関
西
学
院
創
立
一
二
五
周
年
記
念
式
典
の
広
報
ポ
ス
タ
ー
の
共
通
デ
ザ
イ
ン
が
、
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
中
央
芝

生
か
ら
時
計
台
で
あ
り
、
ま
た
式
典
当
日
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
時
計
台
カ
ノ
ピ
ー
の
ス
ケ
ッ
チ
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い

た
。
関
西
学
院
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
学
院
が
創
立
四
〇
周
年
に
あ
た
る
一
九
二
九
年
、
そ
れ
ま
で
現
在
の
神

戸
市
王
子
公
園
（
当
時
の
原
田
村
）
に
あ
っ
た
校
地
を
、
大
学
開
設
を
目
指
し
て
移
転
し
た
、
ブ
ラ
ン
ド
ニ
ュ
ー

キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
り
、
そ
の
全
体
設
計
者
は
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
率
い
る
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
で
あ
っ
た
。
し
か
し

創
立
一
二
五
週
年
記
念
と
い
う
広
告
と
し
て
、
そ
の
デ
ザ
イ
ン
が
適
切
で
あ
る
の
か
ど
う
か
、
つ
ま
り
そ
こ
に
は

創
立
者
ラ
ン
バ
ス
の
肖
像
も
な
く
創
立
時
原
田
校
地
を
示
す
写
真
な
ど
、
学
院
開
設
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
内
容

は
全
く
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
結
局
学
内
か
ら
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
異

論
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
こ
の
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
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関
西
学
院
の
存
在
そ
の
も
の
を
代
表
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。「
創
立
者
ラ
ン
バ
ス
は

ど
こ
に
？
」
と
い
う
違
和
感
を
抱
か
さ
れ
た
筆
者
は
、
学
内
的
に
は
少
数
派
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

関
西
学
院
と
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
と
の
関
わ
り
、
特
に
関
西
学
院
の
キ
ャ
ン
パ
ス
設
計
を
委
ね
ら
れ
る
と
い
う
深
い
関

わ
り
に
つ
い
て
は
、
何
よ
り
も
第
四
代
院
長
ベ
ー
ツ
と
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
と
の
個
人
的
な
親
交
、
友
情
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
さ
ら
に
そ
の
二
人
の
出
会
い
に
つ
い
て
、
伝
説
と
し
て
捉
え
た
い
と
い
う
人
々

の
思
い
が
、
あ
る
意
味
期
待
を
こ
め
て
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
が
海
外
で
の
伝
道
活
動
へ
の
決
意

を
与
え
ら
れ
た
一
九
〇
二
年
、
カ
ナ
ダ
ト
ロ
ン
ト
で
開
催
さ
れ
た
ト
ロ
ン
ト
で
の
第
四
回
学
生
伝
道
奉
仕
団
大
会

に
出
席
し
た
際
に
、
そ
こ
に
後
に
関
西
学
院
第
四
代
院
長
、
さ
ら
に
初
代
学
長
と
な
る
ベ
ー
ツ
も
参
加
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
ベ
ー
ツ
も
ま
た
こ
の
大
会
に
お
い
て
ア
ジ
ア
伝
道
へ
の
決
意
を
固
め
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、
そ
の

大
会
で
の
出
会
い
が
「
期
待
を
込
め
て
」
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
筆
者
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ

の
こ
と
を
証
言
す
る
両
者
の
記
録
は
な
い
し
、
ほ
と
ん
ど
歴
史
的
事
実
と
し
て
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ

ろ
う
。そ
こ
で
本
論
で
は
、改
め
て
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
存
在
が
関
西
学
院
の
発
展
の
方
向
性
を
い
か
に
決
定
し
て
い
っ

た
か
を
検
証
し
つ
つ
、
関
西
学
院
に
対
し
て
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
持
つ
意
義
を
確
認
し
て
み
た
い
。

　

一
、

　

ま
ず
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
が
関
西
学
院
の
キ
ャ
ン
パ
ス
形
成
に
か
か
わ
っ
た
歴
史
的
な
経
過
を
確
認
す
る
と
、
彼
の
関

西
学
院
キ
ャ
ン
パ
ス
設
計
者
と
し
て
の
最
初
の
か
か
わ
り
は
、
一
九
一
二
年
の
神
戸
原
田
校
地
に
お
け
る
神
学
館

建
設
が
最
初
と
な
る
。
以
下
、
一
九
二
九
年
の
移
転
の
直
前
ま
で
彼
は
関
西
学
院
の
校
舎
建
築
を
全
面
的
に
委
ね
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ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
全
貌
は
関
西
学
院
史
紀
要
に
発
表
さ
れ
た
山
形
政
昭
氏
の
『
関
西
学
院
キ
ャ
ン
パ
ス

の
建
築
』
で
詳
細
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
以
下
そ
れ
に
基
づ
き
、
彼
の
関
西
学
院
に
お
け
る
建
築
活
動
を
表
で
示

す
と
：　

　建
築
名
称

神
学
館

成
全
寮

普
通
学
部
校
舎

マ
シ
ュ
ー
ズ
邸
（
宣
教
師
館
）

ベ
ー
ツ
邸
（
宣
教
師
館
）

西
住
宅

洋
人
小
学
校

ウ
ッ
ズ
ウ
ォ
ー
ス
邸
（
宣
教
師
館
）

ク
ラ
ッ
グ
邸
（
宣
教
師
館
）

啓
明
寮

　
　竣
工
年
月
日

一
九
一
二
年
四
月

一
九
一
二
年
一
〇
月

一
九
一
三
年
二
月

（
一
九
一
二
年
四
月
設
計
）

（
一
九
一
二
年
四
月
設
計
）

（
一
九
一
二
年
七
月
）

一
九
一
三
年
九
月

（
一
九
一
四
年
一
月
設
計
）

（
一
九
一
四
年
一
月
設
計
）

一
九
一
六
年
五
月

　
　設
計
者

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
合
名
会
社

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
合
名
会
社

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
合
名
会
社

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
合
名
会
社

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
合
名
会
社

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
合
名
会
社

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
合
名
会
社

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
合
名
会
社

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
合
名
会
社

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
合
名
会
社

原
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
主
要
建
築
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中
学
部
校
舎
（
再
建
）

ハ
ミ
ル
館

自
修
寮

中
央
講
堂

文
学
部
校
舎

第
二
啓
明
寮

高
等
商
業
学
部
校
舎

一
九
一
九
年
三
月

一
九
一
八
年
十
二
月

一
九
一
九
年
九
月

一
九
二
一
年
四
月

一
九
二
二
年
四
月

一
九
二
三
年
三
月

一
九
二
三
年
三
月

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
合
名
会
社

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
合
名
会
社

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
合
名
会
社

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所

＊
総
務
館
【
学
院
本
部
】

中
央
講
堂

＊
高
等
商
業
学
部
校
舎
【
経
済
学
部
】

＊
高
等
商
業
学
部
別
館
【
商
学
部
】

＊
図
書
館
【
時
計
台
】

一
九
二
九
年
三
月

一
九
二
九
年
三
月

一
九
二
九
年
三
月

一
九
二
九
年
三
月

一
九
二
九
年
三
月

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所

さ
ら
に
西
宮
上
ケ
原
に
お
け
る
建
築
活
動
と
し
て
は
、

上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
主
要
建
築
（
＊
印
は
全
体
ま
た
は
一
部
現
存
、【

　】
内
は
現
在
の
呼
称
）
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＊
法
文
学
部
校
舎
【
文
学
部
】

＊
神
学
部
校
舎
【
神
学
部
】

教
授
研
究
館

宗
教
館

学
生
会
館

消
費
組
合

門
衛
舎

中
学
部
校
舎

成
全
寮

静
修
寮

啓
明
寮

寄
宿
舎
付
属
食
堂

中
学
部
寄
宿
舎

＊
宣
教
師
館
（
一
〇
棟
）【
外
国
人
住
宅
】

日
本
人
住
宅
（
六
棟
）

一
九
二
九
年
三
月

一
九
二
九
年
三
月

一
九
二
九
年
三
月

一
九
二
九
年
三
月

一
九
二
九
年
三
月

一
九
二
九
年
三
月

一
九
二
九
年
三
月

一
九
二
九
年
三
月

一
九
二
九
年
三
月

一
九
二
九
年
三
月

一
九
二
九
年
三
月

一
九
二
九
年
三
月

一
九
二
九
年
三
月

一
九
二
九
年
三
月

一
九
二
九
年
三
月

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
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＊
ハ
ミ
ル
館

＊
旧
正
門
【
大
学
院
１
号
館
前
門
柱
】

＊
正
門

＊
予
科
校
舎
【
高
中
部
本
部
棟
】

短
期
大
学
校
舎

商
経
合
併
教
室

文
学
部
合
併
教
室

法
学
部
合
併
教
室

三
日
月
食
堂

新
月
ク
ラ
ブ

法
学
部
校
舎

＊
経
商
教
授
研
究
館
【
第
二
教
授
研
究
館
】

＊
体
育
館

＊
学
生
会
館
【
学
生
会
館
旧
館
】

＊
ラ
ン
バ
ス
記
念
礼
拝
堂

一
九
二
九
年
三
月
（
原
田
よ
り
移
築
）

一
九
二
九
年
三
月
（
原
田
よ
り
移
築
）

一
九
三
〇
年
三
月

一
九
三
三
年
三
月

一
九
五
三
年
一
月

一
九
五
二
年
五
月

一
九
五
三
年
五
月

一
九
五
五
年
一
一
月

一
九
五
四
年
九
月

一
九
五
四
年
一
〇
月

一
九
五
七
年
九
月

一
九
五
八
年
五
月

一
九
五
九
年
一
一
月

一
九
五
九
年
一
一
月

一
九
五
九
年
一
一
月

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
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上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
つ
い
て
は
、一
九
二
九
年
の
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
に
あ
た
っ
て
全
体
設
計
（
レ
イ
ア
ウ
ト
）

そ
の
も
の
を
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
が
担
当
し
て
お
り
、
ま
さ
に
新
た
な
学
院
の
イ
メ
ー
ジ
、
さ
ら
に
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
と
も
呼
び
う
る
学
院
の
性
格
が
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
た
。
創
立
一
二
五
周
年
記
念

事
業
の
ポ
ス
タ
ー
イ
メ
ー
ジ
に
そ
の
点
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
関
西
学
院
キ
ャ
ン
パ
ス
展
開
お
い
て
次
の
事
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
ず
、
一
九
一
二
年
の
神
学
館
は
、
彼
が
日
本

に
お
け
る
本
格
的
な
建
築
活
動
を
開
始
す
る
た
め
に
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
合
名
会
社
を
設
立
し
た
最
初
期
の
本
格
的
作
品

で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
九
五
九
年
の
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
ン
バ
ス
記
念
礼
拝
堂
献
堂
の
時
、
彼
は
す
で
病
床
に

あ
っ
て
具
体
的
な
設
計
建
築
活
動
に
従
事
し
え
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
が
、
彼
の
最
晩
年
に
お
け
る
ヴ
ォ
ー
リ
ズ

建
築
事
務
所
作
品
の
一
つ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
本
格
的
な
建
築
活
動
の
最
初
と
最
後
、

よ
り
大
き
く
括
れ
ば
、
彼
の
生
涯
に
わ
た
っ
て
彼
は
関
西
学
院
と
と
も
に
活
動
を
し
た
、
と
さ
え
思
わ
れ
る
。

　

二
、

　

そ
こ
で
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
か
か
わ
り
が
な
ぜ
一
九
一
二
年
の
神
学
館
か
ら
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
と

な
る
が
、
実
は
こ
の
神
学
館
は
関
西
学
院
に
と
っ
て
も
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
に
と
っ
て
も
、
両
者
の
そ
れ
ま
で
の
歩
み

の
中
で
新
た
な
出
発
を
画
す
る
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
の
ゆ
え
に
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
が

以
後
そ
の
晩
年
ま
で
関
西
学
院
校
舎
の
建
築
を
文
字
通
り
一
手
に
引
き
受
け
続
け
た
こ
と
の
意
味
も
、
そ
こ
に
由

来
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
八
八
九
年
に
創
立
さ
れ
た
学
院
は
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
設
立
届
を
兵
庫
県
知
事
に
提
出
し
て
お
り
（
そ
の
提
出
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日
で
あ
っ
た
同
年
九
月
二
八
日
が
現
在
も
創
立
記
念
日
と
さ
れ
て
き
て
い
る
）、
一
般
に
生
徒
募
集
を
行
う
意
味

で
は
社
会
的
存
在
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
ま
さ
に
私
塾
で
あ
っ
た
。
特
に
そ
の
性
格
を
浮
き
彫
り
に
さ
せ
た
も
の

が
、
学
院
創
立
一
〇
周
年
と
な
る
一
八
九
九
（
明
治
三
三
）
年
に
出
さ
れ
た
「
一
般
ノ
教
育
ヲ
シ
テ
宗
教
外
ニ
特

立
セ
シ
ム
ル
ノ
件
（
明
治
三
十
二
年
八
月
三
日
文
部
省
訓
令
十
二
号
）」
の
発
令
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、「
一

般
ノ
教
育
ヲ
シ
テ
宗
教
ノ
外
ニ
特
立
セ
シ
ム
ル
ハ
学
政
上
最
必
要
ト
ス
依
テ
官
立
公
立
学
校
及
学
科
課
程
ニ
関
シ

法
令
ノ
規
定
ア
ル
学
校
ニ
於
テ
ハ
課
程
外
タ
リ
ト
モ
宗
教
上
ノ
教
育
ヲ
施
シ
又
ハ
宗
教
上
ノ
儀
式
ヲ
行
フ
コ
ト
ヲ

許
サ
サ
ル
ヘ
シ
」
と
い
う
も
の
で
、実
質
的
に
文
部
省
認
定
学
校
に
お
け
る
一
切
の
宗
教
（
キ
リ
ス
ト
教
を
含
む
）

教
育
を
禁
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
の
主
義
に
基
づ
く
教
育
を
目
指
す
関
西
学
院
と
し
て
は
、
キ
リ
ス

ト
教
主
義
を
捨
て
て
認
定
学
校
と
な
る
べ
き
か
、
認
定
学
校
を
得
ず
に
私
塾
と
し
て
の
立
場
に
と
ど
ま
り
キ
リ
ス

ト
教
主
義
教
育
を
徹
底
す
べ
き
か
、
と
い
う
選
択
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
し
文
部
省
認
定
学
校
で
は

な
い
教
育
機
関
に
対
し
て
は
、
上
級
学
校
進
学
資
格
、
徴
兵
猶
予
な
ど
の
特
権
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、

私
塾
の
状
態
で
あ
っ
た
学
院
は
生
徒
確
保
が
徐
々
に
困
難
と
な
り
、
経
営
危
機
に
直
面
し
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
の
よ

う
な
状
況
の
な
か
で
学
院
は
結
局
文
部
省
認
定
獲
得
方
針
を
決
定
し
、
認
定
学
校
と
し
て
求
め
ら
れ
る
条
件
整
備

を
進
め
て
ゆ
く
。
一
九
〇
八
年
に
は
専
門
学
校
令
に
よ
っ
て
関
西
学
院
神
学
部
を
専
門
学
校
と
し
て
認
可
を
得

る
こ
と
に
な
り
、
同
時
に
そ
の
動
き
の
な
か
で
学
院
経
営
に
カ
ナ
ダ
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
が
参
画
す
る
こ
と
と
な

り
、
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
に
ベ
ー
ツ
を
代
表
と
す
る
カ
ナ
ダ
人
宣
教
師
団
が
着
任
す
る
。
そ
の
校
舎
と
し

て
一
九
一
三
年
の
神
学
館
が
準
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
非
常
に
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
が
、「
宗
教
上
ノ
教

育
ヲ
施
シ
又
ハ
宗
教
上
ノ
儀
式
」
を
禁
止
す
る
訓
令
指
示
の
も
と
で
、
学
院
が
文
部
省
認
定
学
校
と
な
る
た
め
の

最
初
が
神
学
部
で
あ
っ
た
と
い
う
現
実
は
、
一
八
九
九
年
訓
令
実
施
か
ら
二
〇
年
の
間
に
そ
の
適
応
状
況
が
大
き
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く
変
化
し
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
考
察
は
後
日
の
課
題
と
し
た
い
。

　

そ
の
後
カ
ナ
ダ
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
の
経
営
方
針
が
、
積
極
的
に
認
定
学
校
と
し
て
の
一
層
の
充
実
を
図
る
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
は
、
上
記
建
築
年
表
を
通
じ
て
も
読
み
取
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
九
一
二
年
に
は
高
等
学
校
令

に
よ
り
高
等
学
部
（
文
科
・
商
科
）
を
開
設
し
、
そ
れ
が
や
が
て
高
等
学
部
文
学
部
、
高
等
商
業
学
部
と
し
て
の

展
開
を
示
す
こ
と
に
な
る
。と
く
に
高
等
商
業
学
部
の
発
展
は
め
ざ
ま
し
く
、安
定
し
た
学
生
確
保
が
可
能
と
な
っ

た
。
そ
こ
で
学
院
規
模
の
拡
大
の
な
か
で
キ
ャ
ン
パ
ス
・
校
舎
整
備
が
求
め
ら
れ
、
一
連
の
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
作

品
を
出
現
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
が
、
一
九
二
九
年
ま
で
に
原
田
校
地
は
文
字
通
り
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し

て
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
。
一
九
二
九
年
の
上
ケ
原
へ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
は
、
さ
ら
に
大
学
開
設
（
昇
格
）
を

目
指
す
も
の
で
あ
り
、
い
か
に
文
部
省
認
定
学
校
と
し
て
の
あ
り
方
が
学
院
の
発
展
に
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い

た
か
が
理
解
さ
れ
る
。

　

三
、

　

と
こ
ろ
で
関
西
学
院
経
営
に
カ
ナ
ダ
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
が
参
画
す
る
こ
と
と
な
り
ベ
ー
ツ
が
着
任
し
た

一
九
一
〇
年
は
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
日
本
に
お
け
る
活
動
に
と
っ
て
も
画
期
的
な
年
で
あ
っ
た
。
彼
は
一
九
〇
五
年
、

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
あ
っ
せ
ん
に
よ
り
滋
賀
県
立
商
業
高
等
学
校
英
語
教
師
と
し
て
近
江
八
幡
に
着
任
し
た
。
た
だ
し
彼

の
本
来
の
来
日
の
動
機
に
は
、
広
い
意
味
で
の
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
へ
の
志
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

彼
は
ラ
ン
バ
ス
や
ベ
ー
ツ
の
よ
う
な
キ
リ
ス
ト
教
教
派
教
会
が
組
織
す
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
派
遣
の
宣
教
師
と

い
う
形
は
と
ら
ず
、
自
給
自
立
の
形
で
の
キ
リ
ス
ト
教
活
動
を
目
指
し
て
い
た
。
彼
の
よ
う
な
信
徒
伝
道
者
的
活
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動
の
背
景
と
し
て
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
で
展
開
し
て
い
た
エ
ヴ
ァ
ン
ジ
ェ
リ
カ
ル
（
福
音
主
義
的
）
キ
リ
ス
ト
教

伝
道
活
動
の
展
開
が
あ
っ
た
こ
と
が
近
年
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
特
徴
と
し
て
「
教
派
ご
と
の
教
理
や
聖
職
者

の
行
う
儀
式
を
中
心
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
信
徒
各
人
が
直
接
に
経
験
で
き
る
回
心
と
新
生
を
中
心
と
し
た
実

践
的
な
性
格
」
「
素
朴
な
聖
書
主
義
、
楽
観
的
な
共
同
体
思
考
、
保
守
的
な
道
徳
観
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

が
、
特
に
興
味
深
い
の
は
そ
の
運
動
指
導
者
に
お
け
る
回
心
（
リ
バ
イ
バ
ル
）
体
験
で
あ
る
。
実
は
ヴ
ォ
ー
リ
ズ

が
海
外
伝
道
を
決
意
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
一
九
〇
二
年
ト
ロ
ン
ト
で
開
催
さ
れ
た
第
四
回
学
生
海
外
伝

道
学
生
奉
仕
団
大
会
の
際
、
中
国
に
伝
道
し
て
い
る
婦
人
宣
教
師
メ
イ
ラ
ー
に
よ
る
講
演
中
の
彼
自
身
の
回
心
体

験
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
経
緯
の
中
で
信
徒
伝
道
者
的
な
立
場
で
来
日
し
、
滋
賀
県
立
商
業
英
語
教
師
と
し
て

の
働
き
を
開
始
し
た
が
、
彼
は
同
時
に
生
徒
た
ち
に
自
宅
を
開
放
し
て
バ
イ
ブ
ル
ク
ラ
ス
を
行
い
、
そ
の
活
動
が

徐
々
に
八
幡
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
し
て
組
織
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
近
江
八
幡
と
い
う
、
キ
リ
ス
ト
教
に
対

し
て
否
定
的
な
環
境
か
ら
の
批
判
、
反
発
を
招
く
こ
と
と
な
り
、
結
局
彼
は
着
任
二
年
目
の
一
九
〇
七
年
に
英
語

教
師
を
辞
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
英
語
教
師
辞
任
は
、
彼
の
自
立
・
自
給
活
動
の
根
拠
を
失
わ
せ
る
も
の

と
な
っ
た
意
味
で
は
一
つ
の
挫
折
で
あ
る
が
、
し
か
し
彼
の
本
来
の
来
日
目
的
を
明
確
化
す
る
と
い
う
意
味
を
も

持
っ
て
い
た
。

　

そ
の
後
彼
は
彼
の
盟
友
と
も
い
え
る
京
都
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
主
事
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
フ
ェ
ル
プ
ス
の
協
力
を
得
て
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
を
背
景
と
し
た
活
動
を
続
け
る
が
、
そ
の
な
か
で
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
が
コ
ロ
ラ
ド
大
学
在
学
時
代
に
個
人
的
に
建

築
家
と
し
て
の
興
味
を
有
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
京
都
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
本
館
建
築
工
事
に
際
し
て
、
そ
の
現
場
に
お

け
る
監
督
業
務
を
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
彼
は
い
っ
た
ん
帰
国
し
、
一
九
一
〇
年
に
建
築
家
の
チ
ェ
ー
ピ

ン
な
ど
を
伴
っ
て
再
来
日
し
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
合
名
会
社
を
設
立
し
、
本
格
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
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合
名
会
社
を
設
立
、
建
築
を
主
と
す
る
活
動
を
開
始
す
る
。
そ
こ
で
関
西
学
院
神
学
館
で
あ
る
が
、
そ
の
設
計
は

一
九
一
一
年
六
月
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
設
計
依
頼
は
そ
れ
以
前
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

彼
の
合
名
会
社
の
最
初
期
の
作
品
、
つ
ま
り
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
本
格
的
建
築
活
動
の
ス
タ
ー
ト
を
画
す
る
作
品
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

四
、

　

さ
て
こ
の
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
と
関
西
学
院
と
の
接
点
で
あ
る
が
、
そ
の
関
係
は
徐
々
に
醸
成
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
彼
は
来
日
直
後
の
一
九
〇
五
年
に
神
戸
の
関
西
学
院
を
訪
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
キ

リ
ス
ト
教
青
年
会
（
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）
関
係
の
訪
問
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
そ
こ
で
学
院
と
の
直
接
的
な
つ
な
が
り
を
生

み
出
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
学
院
の
存
在
が
彼
の
中
に
意
識
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
が
特
に
校
舎

建
築
の
関
係
で
関
西
学
院
と
の
つ
な
が
り
を
持
つ
の
は
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
合
名
会
社
を
設
立
さ
せ
る
前
後
に
、
京
都

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
本
館
建
築
工
事
に
か
か
わ
っ
た
の
ち
、
京
滋
地
区
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
館
の
建
設
、
そ
し
て
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会

館
の
建
築
に
関
係
し
た
こ
と
が
大
き
い
。
す
で
に
関
西
学
院
に
は
学
院
創
立
直
後
よ
り
基
督
教
青
年
会
活
動
が
盛

ん
で
あ
り
、
そ
の
な
か
で
宮
田
守
衛
な
ど
は
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
の
働
き
に
も
深
く
関
係
す
る
。
関
西
学
院
は
、
文

部
省
認
定
学
校
と
し
て
の
学
校
整
備
に
着
手
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
よ
う
な
キ
リ
ス
ト
教
へ

の
深
い
理
解
を
持
ち
つ
つ
建
築
活
動
を
展
開
す
る
よ
う
な
人
物
は
、
学
院
に
も
好
ま
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
ベ
ー
ツ
と
出
会
い
、
特
に
両
者
が
ト
ロ
ン
ト
の
学
生
伝
道
奉
仕
団
大
会
で
の
体
験
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、

共
感
す
る
も
の
を
発
見
し
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
二
人
の
間
に
、
ま
た
関
西
学
院
と
の
関
係
に
共
鳴
し
あ
う
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も
の
が
生
ま
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
想
像
を
た
く
ま
し
く
し
て
言
え
ば
、
新
た
な
認
定
学
校
と
し
て

の
歩
み
に
着
手
し
よ
う
と
す
る
学
院
お
よ
び
ベ
ー
ツ
た
ち
と
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
合
名
会
社
設
立
に
よ
っ
て
本
格
的

に
自
立
・
自
給
の
伝
道
活
動
を
開
始
し
よ
う
と
し
た
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
、
こ
の
二
人
の
歩
み
か
ら
、「
幻
し
」（
ビ
ジ
ョ

ン
）
を
と
も
に
抱
き
あ
う
同
志
的
な
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
関
西
学
院
は
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の

単
な
る
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
で
は
な
く
、
と
も
に
日
本
に
お
け
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
＝
伝
道
活
動
の
具
体
的
な
展
開
の
た
め

の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
り
、
そ
こ
に
二
人
は
自
ら
の
宣
教
活
動
が
具
体
的
な
形
と
し
て
実
現
す
る
意
味
を
も
ち
、「
神

学
館
」
建
設
は
ま
さ
に
そ
の
第
一
歩
と
し
て
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
一
九
二
九
年
の
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
建
設
の
ト
ー
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
お
い
て
、
当
時
の
関
西
学
院
の

リ
ー
ダ
ー
、
ベ
ー
ツ
と
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
と
の
新
し
い
学
院
形
成
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
よ
り
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
関
西
学
院
に
お
い
て
は
個
別
の
建
物
の
建
築
よ
り
も
、
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
の
統
一
感
に
よ
る
イ

メ
ー
ジ
を
重
視
し
て
い
る
。
た
だ
し
原
田
校
地
に
お
い
て
は
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
参
画
の
時
点
で
す
で
に
何
棟
か
の
建

築
物
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
の
な
か
で
彼
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
ウ
ィ
グ
ノ
ー
ル
の
設
計
に
よ
り
一
九
〇
四
年
に
完
成

さ
れ
た
ブ
ラ
ン
チ
メ
モ
リ
ア
ル
チ
ャ
ペ
ル
が
持
つ
、
煉
瓦
造
り
ス
タ
イ
ル
を
神
学
館
か
ら
高
等
商
業
学
部
の
校
舎

ま
で
援
用
し
て
い
る
。
し
か
し
上
ケ
原
の
場
合
は
ま
っ
た
く
白
紙
か
ら
の
設
計
で
あ
る
の
で
、
そ
の
意
味
で
依
頼

者
で
あ
る
関
西
学
院
、
と
く
に
ベ
ー
ツ
と
設
計
者
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
と
の
、
ま
っ
た
く
新
し
い
学
校
ビ
ジ
ョ
ン
の
提
案

が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
と
く
に
上
ケ
原
移
転
は
、
関
西
学
院
が
新
た
に
大
学
開
設
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
関
西

学
院
の
新
し
い
歴
史
を
上
ケ
原
に
開
く
と
い
う
画
期
的
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
採
用
さ
れ
た
の
が
、
建

物
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
は
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た
。
そ
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
の
詳

細
は
、
先
に
引
用
し
た
山
形
論
文
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
用
い
ら
れ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「（
ア
メ
リ
カ
）
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カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
伝
道
精
神
」「
精
神
な
自
由
さ
」
と
評
さ
れ
、
ま
さ
に
ア
メ
リ
カ
社
会
に
お
け
る
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
的
感
覚
の
な
か
に
、
関
西
学
院
が
新
た
な
知
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
大
き
な
可
能
性

を
こ
れ
か
ら
発
揮
す
る
こ
と
を
期
待
さ
せ
る
デ
ザ
イ
ン
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校
の

持
つ
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
、
そ
の
全
体
レ
イ
ア
ウ
ト
を
通
じ
て
、
聖
書
的
主
張
が
そ
こ
に
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

も
重
要
で
あ
る
。
正
門
か
ら
中
央
芝
生
、
甲
山
頂
点
へ
と
貫
か
れ
る
直
線
が
キ
ャ
ン
パ
ス
東
西
の
軸
線
と
し
て
引

か
れ
、
そ
こ
で
正
門
に
た
た
ず
む
と
き
、
あ
る
い
は
現
在
「
学
園
花
通
り
」
と
名
付
け
ら
れ
た
正
門
に
至
る
道
を

す
す
む
と
き
、
旧
約
の
詩
人
が
「
私
は
山
に
向
か
っ
て
目
を
上
げ
る
」（
詩
篇
一
二
一
篇
一
節
、
日
本
聖
書
協
会

口
語
訳
）
と
う
た
う
そ
の
情
景
を
想
起
さ
せ
、
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
「
天
と
地
を
造
ら
れ
た
主
」
の
守
り
の
な
か

に
あ
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
る
も
の
と
な
る
。
さ
ら
に
正
門
を
入
っ
て
中
央
芝
生
に
佇
む
と
き
、
詩
篇
二
三
篇
、「
主

は
私
を
緑
の
牧
場
に
ふ
さ
せ
」（
詩
篇
二
三
篇
二
節
）
に
続
く
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
ま
た
上
ケ
原
台

地
に
造
ら
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
は
「
山
の
上
に
あ
る
町
は
隠
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
ゆ
え
に
「
あ
な
た
が
た
の
光

を
人
々
の
前
に
輝
か
す
」
べ
き
こ
と
が
訴
え
ら
れ
る
（
新
約
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書　

五
章
一
四
、一
六
節
）。
つ

ま
り
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、「
そ
の
声
も
聞
こ
え
な
い
の
に
」
聖
書
の
言
葉
を
人
々
に
語
り
か
け
続
け
る
も
の

と
な
っ
て
お
り
（
詩
篇
一
九
編
）、
ま
さ
に
関
西
学
院
の
目
指
す
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
あ
り
方
を
具
現
す
る
デ
ザ

イ
ン
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

む
す
び
に
か
え
て

　

さ
ら
に
付
言
す
れ
ば
、
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
こ
の
軸
線
を
挟
ん
で
、
右
に
人
文
・
思
想
・
理
念
系
学
部
建
物
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（
神
学
部
、
文
学
部
）、
左
に
社
会
科
学
・
現
実
系
学
部
建
物
（
商
学
部
、
経
済
学
部
）
を
配
置
し
、
関
西
学
院
大

学
の
学
び
が
そ
の
両
面
の
バ
ラ
ン
ス
の
な
か
で
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
、
そ
の
中
央
に
ス
ク
ー
ル
モ
ッ
ト
ー 

''M
astery for Service''

の
エ
ン
ブ
レ
ム
を
掲
げ
る
図
書
館
が
知
の
集
積
の
場
と
し
て
配
置
さ
れ
る
な
か
に
、
関

西
学
院
大
学
が
総
合
大
学
と
し
て
の
歩
み
を
続
け
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
る
。
そ
の
キ
ャ
ン

パ
ス
完
成
後
、
新
た
に
作
ら
れ
た
校
歌
『
空
の
翼
』
は
、
第
一
節
で
「
清
明
こ
こ
に
道
あ
り
わ
が
丘
」
と
キ
ャ
ン

パ
ス
へ
の
歩
み
を
う
た
い
、第
二
節
は「
眉
に
か
ざ
す
清
き
甲
山
」と
正
門
か
ら
の
風
景
を
、さ
ら
に
第
三
節
で「
旗

は
勇
む
武
庫
の
平
野
」
と
、
時
計
台
二
階
か
ら
の
展
望
を
う
た
い
あ
げ
る
の
も
、
こ
の
新
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
、
そ
の
場
で
の
学
究
生
活
を
経
て
、
広
く
社
会
に
羽
ば
た
ち
ゆ
く
関
西
学
院
大
学
学
生
の
あ
り
方
を

示
し
、
ま
さ
に
「
上
ケ
原
ふ
る
え
」
と
い
う
関
西
学
院
の
ひ
と
つ
の
原
風
景
を
い
つ
ま
で
も
心
の
中
に
描
き
出
す

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
デ
ザ
イ
ン
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
関
西
学
院
の
建
学
の
理
念
、

固
有
性
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
十
二
分
に
示
す
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
創
立
一
二
五
周
年
が
、
創
立
時
へ
の
回

顧
と
し
て
の
記
念
で
は
な
く
、
一
二
五
年
間
に
わ
た
っ
て
形
成
さ
れ
て
き
た
関
西
学
院
ス
ピ
リ
ッ
ト
の
再
確
認
の

祝
典
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
、
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
風
景
が
、
そ
の
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
に
用
い
ら
れ
る
こ
と

は
、
多
く
の
関
西
学
院
人
に
と
っ
て
は
自
然
な
こ
と
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

【
注
】

（
１
）
関
西
学
院
、『
関
西
学
院
創
立
一
二
五
周
年
記
念
事
業
報
告
書
』、
二
〇
一
六
年
、
七
五
頁
。

（
２
）Bates, C.J.L., 'T

hese Sixty Y
ears in the M

inistry ', 

関
西
学
院
七
十
年
史
編
集
委
員
会
編
、『
関
西
学
院
七
十
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年
史
』、
一
九
五
九
年
、
五
六
七
～
八
頁
。
一
柳
米
来
留
、『
失
敗
者
の
自
叙
伝
』、
近
江
兄
弟
社
、
一
九
七
〇
年
、

六
六
頁
以
下
。
奥
村
直
彦
、『
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
評
伝
』、
港
の
人
社
、
二
〇
〇
五
年
、
四
一
頁
以
下
。

（
３
）
山
形
政
昭
、「
関
西
学
院
キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
築
」〈
上
〉、『
関
西
学
院
史
紀
要
』、創
刊
号
、一
九
九
一
年
、一
〇
～
五
四
頁
。

〈
下
〉、
前
掲
雑
誌
、
第
二
号
、
一
九
九
二
年
、
九
～
六
二
頁
。

（
４
）
山
形
、
前
掲
論
文
〈
上
〉、
三
四
頁
の
表
よ
り
、
編
集
は
筆
者
。
な
お
、
関
西
学
院
は
創
立
一
二
五
周
年
を
記
念
し

て
神
戸
原
田
校
地
の
復
元
模
型
を
作
製
し
、
関
西
学
院
大
学
博
物
館
に
常
設
展
示
を
し
て
い
る
。

（
５
）「
洋
人
小
学
校
」
と
表
記
さ
れ
る
の
は
、
現
在
神
戸
市
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
に
あ
るCanadian A

cadem
y

の
創
立
時

校
舎
で
あ
る
。
同
校
の
歴
史
概
要
に
よ
る
と
「
一
九
一
三
年
九
月
一
三
日
、
カ
ネ
ィ
デ
ィ
ア
ン
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
・
ア

カ
デ
ミ
ー
（
Ｃ
Ｍ
Ａ
）
は
、
旧
関
西
学
院
校
地
に
近
接
す
る
、
現
在
は
王
子
動
物
園
と
な
っ
て
い
る
青
谷
町
校
舎
に

一
六
名
の
生
徒
を
迎
え
て
開
校
さ
れ
た
。
そ
の
校
名
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
Ｃ
Ｍ
Ａ
は
一
年
生
か
ら
高
校
生
ま
で

の
宣
教
師
の
子
弟
の
た
め
の
学
校
で
あ
っ
た
が
、
創
立
時
よ
り
生
徒
た
ち
の
た
め
の
寮
も
整
え
ら
れ
て
い
た
。
よ
り

広
い
入
学
生
を
迎
え
る
た
め
に
、
一
九
一
七
年
校
名
をCanadian A

cadem
y

と
改
め
た
。
…
（
以
下
略
）。」　

同

校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.canacad.ac.jp/page.cfm
?p=4320

よ
り
。
翻
訳
は
筆
者
。
そ
の
最
初
の
校
名
、

ま
た
開
設
年
度
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
同
校
は
ま
ず
は
カ
ナ
ダ
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
宣
教
師
子
弟
の
教
育
機

関
で
あ
り
、
そ
の
設
立
者
に
は
関
西
学
院
に
着
任
し
た
同
教
会
宣
教
師
が
含
ま
れ
て
い
る
。
脚
注
（
４
）
の
原
田
校

地
模
型
も
そ
の
建
物
を
含
め
て
作
成
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）
山
形
、
前
掲
論
文
〈
下
〉、
四
四
頁
の
表
よ
り
、
編
集
は
筆
者
。
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
歴
史
的
変
遷
や

現
在
の
呼
称
に
つ
い
て
は
、
関
西
学
院
創
立
一
二
五
周
年
記
念
事
業
委
員
会
編
、『K

W
A

N
SEI GA

K
U

IN
 

N
ISH

IN
O

M
IY

A
 U

EGA
H

A
RA

 CA
M

PU
S N

A
V

I

』、
二
〇
一
四
年
、
所
載
の
「
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
散

策
お
す
す
め
ル
ー
ト
」
マ
ッ
プ
に
よ
っ
た
。
関
西
学
院
大
学
博
物
館
の
常
設
展
示
資
料
と
し
て
、
一
九
二
九
年
当
時

の
上
ケ
原
中
央
芝
生
を
中
心
と
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
模
型
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）
田
淵
結
、「
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
と
関
西
学
院
」、 『
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
の
一
〇
〇
年
』（
山
形
政
昭
監
修
）、
創
元
社
、
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二
〇
〇
八
年
、
一
四
一
～
一
四
三
頁
。

（
８
）
文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、http://w

w
w

.m
ext.go.jp/b_m

enu/hakusho/htm
l/others/detail/1317974.

htm
よ
り
転
載
。

（
９
）'CO

N
ST

IT
U

T
IO

N
  O

F  T
H

E  K
W

A
N

SEI  GA
K

U
IN

'  A
rt.III 

に
お
け
る ''accordance w

ith the 
principles of Chrisitainity''

を
学
院
に
お
い
て
は
「
キ
リ
ス
ト
教
（
の
）
主
義
に
よ
り
」
と
訳
出
し
て
い
る
。「
学

院
憲
法
」、
学
校
法
人
関
西
学
院
、『
関
西
学
院
百
年
史
』　

資
料
編
Ⅰ
、
一
九
九
四
年
、
六
二
〇
頁
。

（
10
）
田
中
敏
弘
、「
天
皇
制
国
家
主
義
教
育
と
関
西
学
院
」、『
関
西
学
院
史
紀
要
』、
創
刊
号
、
一
九
九
一
年
、
五
六
～

一
〇
一
頁
。

（
11
）
学
校
法
人
関
西
学
院
、『
関
西
学
院
百
年
史
』　

通
史
編
Ⅰ
、
一
九
九
七
年
、
一
九
八
頁
以
下
。

（
12
）
前
掲
書
、
二
〇
四
頁
以
下
、
三
二
〇
頁
以
下
。

（
13
）
前
掲
書
、
三
二
六
頁
以
下
。

（
14
）
前
掲
書
、
四
三
六
頁
以
下
。

（
15
）
一
柳
、
前
掲
書
、
九
二
頁
以
下
。
奥
村
、
前
掲
書
、
五
五
頁
以
下
。
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
年
代
記
に
つ
い
て
は
種
々
公
刊

さ
れ
て
い
る
が
、
本
論
に
お
い
て
は
基
本
的
に
奥
村
直
彦
、『
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
評
伝
』
に
従
う
。

（
16
）
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
キ
リ
ス
ト
教
的
な
立
場
に
つ
い
て
は
、
田
淵
結
、「
八
幡
の
ア
メ
リ
カ
人
」
②
、
湖
声
社
、『
湖
畔
の

声
』、
二
〇
一
五
年
五
月
号
、
一
〇
頁
以
下
。

（
17
）
森
本
あ
ん
り
、『
反
知
性
主
義
』、
新
潮
選
書
、
二
〇
一
六
年
、
九
三
頁
。

（
18
）
前
掲
書
、
一
五
三
頁
。

（
19
）「
中
国
に
伝
道
し
て
い
る
婦
人
宣
教
師
（M

rs. F. H
ow

ard T
aylor

）
の
講
演
が
あ
っ
た
…
（
中
略
）
…
そ
し
て
そ

の
講
師
は
、
ま
る
で
私
だ
け
を
対
象
に
語
り
つ
づ
け
る
よ
う
で
…
あ
る
瞬
間
、
そ
の
講
師
の
顔
は
キ
リ
ス
ト
の
顔
に

変
わ
り
、
キ
リ
ス
ト
ご
自
身
が
、
檀
上
か
ら
そ
の
愛
の
ま
な
ざ
し
を
も
っ
て
、
私
の
心
を
刺
し
と
お
し
、
私
に
、『
お

前
は
ど
う
す
る
つ
も
り
な
の
か
』
と
尋
ね
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
た
。」、
一
柳
、
前
掲
書
、
七
〇
頁
。
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（
20
）
奥
村
、
前
掲
書
、
六
〇
頁
以
下
。

（
21
）
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
滋
賀
県
立
商
業
学
校
辞
任
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
田
淵
、「
八
幡
の
ア
メ
リ
カ
人
」
③
、『
湖

畔
の
声
』、
湖
声
社
、
二
〇
一
五
年
六
月
号
、
一
〇
～
一
二
頁
。

（
22
）
田
淵
、「
八
幡
の
ア
メ
リ
カ
人
」
④
、『
湖
畔
の
声
』、
湖
声
社
、
二
〇
一
五
年
七
月
号
、
一
〇
～
一
二
頁
。
京
都
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
史
編
さ
ん
委
員
会
、『
京
都
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
史
』、
二
〇
〇
五
年
、
六
一
頁
以
下
。

（
23
）「
コ
ロ
ラ
ド
大
学
に
私
は
入
学
し
た
と
き
に
は
、
私
の
生
涯
の
方
針
は
、
ほ
ぼ
確
定
し
て
い
た
。
建
築
家
に
な
ろ
う

と
決
心
し
…
」、
一
柳
、
前
掲
書
、
六
二
頁
。

（
24
）
京
都
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
史
編
さ
ん
委
員
会
、
前
掲
書
、
一
〇
〇
頁
以
下
。

（
25
）
奥
村
、
前
掲
書
、
八
九
頁
以
下
。

（
26
）
山
形
、「
関
西
学
院
キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
築
」〈
上
〉、
三
四
頁
。

（
27
）「（
近
江
で
の
最
初
の
春
）
神
戸
で
は
、学
生
青
年
会
の
地
方
部
会
が
、メ
ソ
ジ
ス
ト
派
の
関
西
学
院
で
催
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
か
ら
半
世
紀
の
の
ち
、
そ
の
学
校
が
、
新
し
い
敷
地
に
全
校
舎
を
新
築
す
る
に
当
た
り
、
私
が
そ
の
全
体
の
設

計
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
、
そ
の
と
き
に
は
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
」、
一
柳
、
前
掲
書
、
一
四
〇
頁
。

（
28
）
山
形
、『
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
建
築
』、
二
一
八
頁
以
下
。

（
29
）
前
掲
書
、
二
二
一
頁
以
下
。

（
30
）
関
西
学
院
キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育
研
究
室
、『
關
西
學
院
靑
年
會
記
録
』（
関
西
学
院
キ
リ
ス
ト
教
教
育
史
資
料
Ⅰ
）、

一
九
七
六
年
。
同
（
関
西
学
院
キ
リ
ス
ト
教
教
育
史
資
料
Ⅱ
）、
一
九
八
〇
年
。

（
31
）『
關
西
學
院
靑
年
會
記
録
』
に
お
い
て
宮
田
守
衛
の
名
は
明
治
三
二
年
六
月
三
日
の
「
撰
擧
セ
ラ
レ
タ
ル
役
員
」
の

中
の
「
圖
書
係
」
と
し
て
見
ら
れ
る
の
が
初
出
で
あ
る
。
資
料
Ⅱ
、六
頁
。
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
一
〇
〇
年
史
編
纂
室
、『
神

戸
と
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
百
年
』。
神
戸
キ
リ
ス
ト
教
青
年
会
、
一
九
八
七
年
、
一
八
九
頁
。

（
32
）
田
淵
、「
八
幡
の
ア
メ
リ
カ
人
」
⑥
、『
湖
畔
の
声
』、
湖
声
社
、
二
〇
一
五
年
九
月
号
、
一
〇
～
一
二
頁
。

（
33
）
山
形
、「
関
西
学
院
キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
築
」〈
上
〉、
三
二
頁
。
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（
34
）
山
形
、
前
掲
論
文
〈
下
〉、
二
二
頁
以
下
。
山
形
政
昭
、『
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
住
宅
』、
住
ま
い
の
図
書
館
出
版
局
、

一
九
八
八
年
、
一
〇
二
頁
以
下
。

（
35
）
田
淵
結
監
修
、『
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
「
祈
り
の
か
た
ち
」
展
』、
関
西
学
院
大
学
、
二
〇
〇
四
年
。
二
五
頁
。

（
36
）
大
島
襄
二
、「
緑
の
キ
ャ
ン
パ
ス
」、『
関
西
学
院
通
信　

ク
レ
セ
ン
ト
』、
第
一
一
巻
二
号
、
一
九
八
七
年
、
九
〇
頁
。

（
37
）
ベ
ー
ツ
の
関
西
学
院
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育
理
解
に
つ
い
て
は
、
田
淵
結
、「
創
立
者
ラ
ン
バ
ス
と
ス
ク
ー

ル
モ
ッ
ト
ー
提
唱
者
ベ
ー
ツ
」、『
関
西
学
院
の
礎
を
築
い
た
人
・
出
来
事
か
ら
学
ぶ
』（
連
続
講
演
会
記
録
）、
関
西

学
院
宗
教
活
動
委
員
会
編
、
二
〇
一
五
年
、
一
～
一
二
頁
。

（
38
）
田
淵
、『
祈
り
の
か
た
ち
』、
二
五
頁
。

（
39
）
今
田
寛
、「
校
歌
を
通
し
て
知
る
関
西
学
院
・
そ
の
建
学
の
精
神
」、『
目
に
見
え
な
い
も
の　

言
葉
に
な
ら
な
い
も
の
』、

二
瓶
社
、
二
〇
〇
三
年
、
五
九
頁
。


